
川薩・出水保健所における定点報告疾患

北薩感染症情報
２０２１年第４１週（１０月11日～１０月17日）
【問い合わせ先】 〒895-0041 薩摩川内市隈之城町228番地1

北薩地域振興局保健福祉環境部（川薩保健所）健康企画課
電話 0996-23-3165       FAX  0996-20-2127 

E-ﾒｰﾙ kita-kenkou-shippei@pref.kagoshima.lg.jp

◎： 警報発令中 ○： 注意報発令中

注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

内科・小児科
定点

インフルエンザ 30.0 10 .0 10 .0 － － － → - － － － → －

RS － － － 8 8 2 .00 → - － 1 0.33 ↗ －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － － － － → - － 3 1.00 ↗ －

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 6 3 0 .75 ↓ - 6 2 0 .67 ↓ －

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 5 2 0 .50 ↓ - 2 － － ↓ －

水痘 2.0 1 .0 1 .0 － － － → - － 2 0.67 ↗ －

手足口病 5.0 2 .0 － 33 25 6 .25 ↓ ◎ 21 29 9 .67 ↗ ◎

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － － － － → － － － － → －

突発性発疹 － － - 3 1 0 .25 ↓ － 1 2 0 .67 ↗ －

ヘルパンギーナ 6.0 2 .0 － － 2 0 .50 ↗ － 4 17 5 .67 ↗ －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 － 1 0 .25 ↗ - － 1 0 .33 ↗ -

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － － － － → －

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － － － － → －

細菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

無菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － → － － － － → －

クラミジア肺炎 － － － － － － → － － － － → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － → － － － － → －

インフルエンザ
入院報告

－ － － － － － → － － － － → －

－ － － 54 42 － ↓ 34 57 － ↗

基幹定点

報　告　数　合　計

＜注意報・警報＞
  ・川薩保健所管内   手足口病（警報）
  ・出水保健所管内　 手足口病（警報）
　
　＜全数報告＞
  ・川薩保健所管内　 結核　1例
　・出水保健所管内　 なし

＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等＞
　・川薩保健所管内　　なし
　・出水保健所管内　　なし

小児科定点

眼科定点

警　報
注意報

定点
報告数

前 週
からの
増 減

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内

前週
報告数
（人）

警　報
注意報

今週
報告数
（人）

前 週
からの
増 減

前週
報告数
（人）定点報告数

定点
報告数

出水保健所管内

今週
報告数
（人）



（警報・注意報）
第 41 週の手足口病の発生状況は，川薩保

健所管内は，25 名（定点報告あたり 6.25）
でした。

出水保健所管内からは， 29 名（定点報告
あたり 9.67）の報告がありました。

※川薩保健所管内に流行発生警報を

発令します。

※出水保健所管内に流行発生警報を

発令します。（10 週連続）

32週 33週 34週 35週 36週 3７週 38週 39週 40週 41週

内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － － － － － －

　ＲＳウイルス感染症 - - 1.00 0.25 － － 0.50 0.25 0.25 1.00 2.00 2.00

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 0.50 0.75 1.50 0.25 0.25 0.25 0.25 － － －

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 - 0.25 － 0.50 0.25 － 0.25 0.25 0.25 1.50 0.75

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 2.00 0.75 0.25 1.25 2.00 2.00 1.50 1.25 1.25 0.50

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.25 0.25 0.25 － － 0.25 0.25 － － －

　手足口病 5.00/2.00 - － 0.25 0.50 － 1.25 2.00 0.75 1.50 8 .25 6 .25

　伝染性紅斑 2.00/1.00 - － － － － － － － － － －

　突発性発疹 - - － 0.50 0.25 － 0.25 0.75 0.50 0.25 0.75 0.25

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - － － － 0.25 0.25 － 0.25 0.50 － 0.50

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 0.25 － － 0.25 0.25 － 0.50 － － 0.25

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 - － － － － － － － － － －

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 - 1.00 1.00 － 2.00 3.00 2.00 2.00 － － －

細菌性髄膜炎 - - - - － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 - - - - － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 - - - - － － － － － － － －

クラミジア肺炎 - - - - － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - - － － － － － － － －

32週 33週 34週 35週 36週 37週 38週 39週 40週 41週
内科・小児科

定点
　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － － － － － －

　ＲＳウイルス感染症 - － － 0.33 3.67 3.67 1.33 0.33 － － 0.33

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 2.33 1.00 1.00 0.33 － － － 0.33 － 1.00

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 1.67 2.33 1.33 1.00 0.33 1.00 0.67 1.00 2.00 0.67

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 0.33 － 0.33 － － 0.33 － － 0.67 －

　水痘 2.00/1.00 1.00 － － － － 0.33 － 0.33 － － 0.67

　手足口病 5.00/2.00 - 7 .33 5 .33 7 .67 3 .33 2 .33 4 .00 4 .67 4 .67 7 .00 9 .67

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － － － － － － － － －

　突発性発疹 - - 0.33 － － 0.33 － 0.67 0.33 0.33 0.33 0.67

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - － － － － 0.33 2.00 0.33 0.67 1.33 5.67

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － 0.33 0.33 － － － 0.33

細菌性髄膜炎 - - － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 - - － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 - - － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 - - － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - － － － － － － － － － －

小児科定点

眼科定点

定点種別

定点種別 疾病

基幹定点

小児科定点

注意報
基準値

出水保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

川薩保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

基幹定点

警報/終息

基準値

注意報
基準値

疾病
警報/終息

基準値



＜手足口病の予防について＞
全国的にみても九州地方での流行が目立っています！！予防を心がけましょう！！

・手足口病とは・・・乳幼児・小児を中心とした疾患で，口腔粘膜及び手や足などに現れる

水疱性の発疹を主症状とした急性ウイルス感染症です。

夏期に流行のピークがありますが，秋から冬にかけても多少の発生

が見られます。

・症状・・・ ３～５日の潜伏期をおいて口腔粘膜，手掌，足底や足背などに水疱性の発疹

が出現します。一般的には，発熱で始まる軽い病気で，ほとんどの人が， 1
週間から 10 日程度で自然に治ります。合併症もほとんどありませんが，ま
れに髄膜炎等の中枢神経症状が発生する事があります。

・感染経路・・・飛沫感染・便中に排泄されたウイルスによる経口感染，水疱内容物からの

感染などがあります。

・予防方法・・・予防方法としては患者に近づかない，手洗いの励行など。

ウイルスは患者が回復しても２～４週間程度，糞便中に排泄されますの

で，排便後の手洗いの徹底が必要です。

＜ 10 月は臓器移植普及推進月間です＞

毎年 10 月は「臓器移植普及推進月間」として、広く全国において、臓器移植への理解が進む
ように普及啓発の取り組みを行っています。
臓器移植法が施行された 10 月 16 日は、家族や大切な人と「移植」のこと、「いのち」のことを
話し合い、お互いの臓器提供に関する意思を確認する日「グリーンリボンデー」としています。

臓器移植を待っている方はどのくらい？
日本臓器移植ネットワークに登録して待機している人は約 1 万 4 千人います。(2019年8月31日
時点)
そのうち年間で移植を受けられる人は全体の約 2 パーセントにとどまります。

意思表示の方法はどうやって？
臓器提供についての意思表示には、下記の 5 つの方法があります。

いずれかの方法で書面による意思表示をしておくことが大切です。
１．健康保険証 (記入は任意)
２．運転免許証 （記入は任意）
３．マイナンバーカード （記入は任意）
４．意思表示カード
５．インターネットでの意思登録

パソコンや携帯電話から日本臓器移植ネットワークのホームページ・モバイルサイトにアクセ
スし、臓器提供に関する意思を登録できます。インターネットで登録をすると、 ID 入りの登
録カードが発行（自宅へ郵送）されます。
臓器提供時には検索が行われ、本人の意思をより確実に確認することができます。

「臓器を提供する」という意思だけではなく、「臓器を提供しない」という意思も
表示できるようになっており、どちらの意思も尊重されます。
また提供したくない臓器があれば、その意思を表示することもできます。

もしものとき、誰かの命を救うことができるかもしれないし、助けてもらうかもしれない。わた
したち一人ひとりが、今、臓器提供について考え、家族と話し合い、自分の臓器提供に関する意
思を表示しておくことが大切です。
臓器提供の意思について家族と話し合ったことがある方は約３割にとどまっています。
この期間に家族や大切な方と，話してみませんか？

参考ホームページ
グリーンリボンキャンペーンホームページ https://www.green-ribbon.jp/



※ 新型コロナウイルスの参考資料（厚生労働省ホームページ）

〇 新型コロナウイルスに関する情報

【新型コロナウイルス感染症診療の手引き第４，２版】令和３年２月１９日 更新

http://www.hospital.or.jp/pdf/20_20201204_01.pdf

【新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原体検査の指針第３ .１版】2021 年３月３日更新
https://www.mhlw.go.jp/content/000678571.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/000678571.pdf



